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になった。なかでも特筆すべきは鎌田康男著 Der junge Schopenhauer: 








































































































































十住菩薩不得名為一切覚故、是故雖見而不明了」（同前、no. 375, p. 772, b13-22）を
参照。
107　 無垢　無垢地のこと。『菩薩瓔珞本業経』巻下、釈義品、「汝先言義相云何者、
所謂十住、十行、十向、十地、無垢地、妙覚地義相」（T24, no. 1485, p. 1017, a6-7）
を参照。




























































































別意也」（T34, no. 1718, p. 126, c16-20）とある。



































断者、名有上士也」（T33, no. 1716, p. 734, c9-12）を参照。
98　 重玄門　きわめて深遠な哲理の意。『老子』、「玄之又玄、衆妙之門」に基づく。
支道林『大小品対比要抄序』（『出三蔵記集』巻第八所収）、「是故夷三脱於重玄、斉








































































































no. 475, p. 540, b29-c3）、同、「供養汝者、墮三悪道。為与衆魔共一手作諸労侶、汝与
衆魔、及諸塵労、等無有異」（同前、p. 540, c8-10）を参照。














































道、八・九・十地為無学道」（T39, no. 1786, p. 137, a25-26）を参照。
85　 初め　底本の「初地」を『籖録』の指摘と、『四教義』巻第十、「初地菩薩五行具足。


































耨多羅三藐三菩提法、於念念中皆悉具足。」（T09, no. 278, p. 561, b26-c9）を参照。
81　 交加関渉　錯雑して関連すること。
82　 具さには『大本』に在り　『四教義』巻第九（T46, no. 1929, p. 755, a17-b20）を参
照。


















楽行人自有四種。謂十信・十解・十行・十迴向」（T31, no. 1595, p. 229, b22-23）を参
照。また、『法華玄論』巻第四、「十住即是十解」（T34, no. 1720, p. 396, a4）を参照。
78　 入理般若を、名づけて住と為す　『仁王般若波羅蜜経』巻第一、菩薩教化品、「善
覚菩薩四天王　双照二諦平等道　権化衆生遊百国　始登一乗無相道　入理般若名為









































『維摩経玄疏』訳注（６） （ 137 ）
　第一に経論に別教の菩薩の位を辨ずること同じからずとは、別教を尋ぬる
に、正しく因縁仮名、恒沙の仏法、真如・仏性の理を明かす。菩薩は此の教
















67　 別の見思惑  別教の見思惑を指す　
68　 常住四徳　常楽我浄の四徳を指す。
69　 三十心  十住・十行・十廻向を指す。
70　 五行　『南本涅槃経』巻第十一、聖行品（T12, no. 375, p. 673, b24-25）に説かれる
聖行・梵行・天行・嬰児行・病行の五行を指す。
71　 十功徳　『南本涅槃経』巻第十九から巻第二十四までに説かれる （T12, no. 375, p. 






































義空。不得第一義空故、不行中道。無中道故、不見仏性」（T12, no. 375, p. 767, c18-
p. 768, a1）を参照。




























































































no. 223, p. 381, b23-26）を参照。
53　 『大品経』に云わく、「斯陀含の智・断は、是れ菩薩の無生法忍なり」 前注 52 を参
照。
54　 『大品経』に云わく、「阿那含の智・断は、是れ菩薩の無生法忍なり」　前注 52 を
参照。
55　 『大品経』に云わく、「阿羅漢の智・断は、是れ菩薩の無生法忍なり」　前注 52 を
参照。
56　 『大品経』に云わく、「辟支仏の智・断は、是れ菩薩の無生法忍なり」　前注 52 を
参照。
57　 菩薩地は即ち是れ九の善慧地、十の法雲地なり。当に仏の如しと知るべし　『大
品般若経』巻第六、発趣品、「十地菩薩当知如仏」（T08, no. 223, p. 257, c7）を参照。
『維摩経玄疏』訳注（６） （ 133 ）
に於いて離欲清浄と名づけ、離欲地は菩薩の法に於いて神通に遊戯すと名づ
























就仏地」（T25, no. 1509, p. 585, c28-p. 586, a17）を参照。















































































































































































































応得道者、少観厭離因縁、独入山林遠離䓰鬧得道、名辟支仏」（T30, no. 1564, p. 25, 
b18-29）を参照。















































































no. 262, p. 3, a3-4）を参照。
26　 六蔽　六波羅蜜を妨げる六種の悪心のことで、慳心・破戒心・瞋恚心・懈怠心・
乱心・癡心をいう。『大品般若経』序品、「菩薩摩訶薩欲不起慳心破戒心瞋恚心懈怠
心乱心癡心者、当学般若波羅蜜」（T08, no. 223, p. 220, b10-11）に対する『大智度論』
巻第三十三の注、「是六種心悪、故能障蔽六波羅蜜門。……菩薩行般若波羅蜜力、故
能障是六蔽、浄六波羅蜜。以是故説、若欲不起六蔽、当学般若波羅蜜」（T25, no. 





（T14, no. 475, p. 539, b10-12）を参照。
29　 折　底本の「析」を『再校維摩経玄義』の頭注に記される宋本によって改める。












































































































般若波羅蜜如是」（同前、p. 89, b21-24）を参照。「劬嬪陀」は、Kapphina の音写語。




























































































































































































































































































無我、不戯論諸法。如囲中有鹿、既被毒箭、一向求脱、更無他念」（T25, no. 1509, p. 
295, b13-15）を参照。


















































































































































































石田瑞麿 1986b「『受菩薩戒儀』の系譜」『日本仏教思想研究』第２巻、法蔵館 : 17-22























































T74,652a13 ＝『大正新脩大蔵経』第 74 巻、652 頁、上段、13 行目























































































































































































































































































































○ ○ ○ ○ ○
梵網経菩薩心地品　または　梵網経盧舎那仏所説心地法門釈迦牟尼仏所説十無尽蔵戒品
義寂疏
○ ○ ○ ○
梵網経盧舎那仏説菩薩十重四十八軽戒心地品第十
勝荘記
○ ○ ○ ○ ○ ○
※本文中になし
法蔵疏
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
梵網経盧舎那仏説菩薩十重四十八軽戒一巻
明曠疏
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
梵網経盧舎那仏説菩薩心地十重四十八軽戒品第十
法銑疏
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
※本文中になし
太賢記


















































































































を 664 年から 686 年と推定している。





























































































































































































疏を執筆した上で 777 年 2 月には書き終えていることから考えると、遅くと
も 765 年より前となる。また文脈から少なくとも、師と共に反乱を避けた時
期が十二年余の期間に入っていることは確かなため、起点は反乱が起こった
とされる 762 年以前であろう。なお、反乱を避けた湛然は 764 年に天台山に
戻ってきたとされているので、明曠の十二年余という期間は、全てが反乱に
よる逃避に当たるわけではないと考えられる。
32　 日比（1966,73-78）は、湛然が 770 年に舒州を訪れた道程として潤州付近を通っ
ていると想定しており、明曠が同道していた可能性も考えられる。だだその場合、
反乱からの逃避との関係からは離れる。






















































明曠についての基礎的研究 （ 91 ）






































































































5　 明曠疏を正面から扱ったのが平 1968 であり、最澄への影響を論じたのが小寺 1966
である。他に次のような枠組みのもと、検討対象の諸著作に明曠疏を含めた論考が
存在する。天台宗における戒観の変遷については石田 1976 など、『梵網経』の諸注
釈書の考察については石田 1986c、小寺 1973、吉津 1991 など、戒儀の比較について
は久野 1933、大野 1936、石田 1986b、平 1955、土橋 1960、佐藤 1976 などがある。
また、村上 2016 は明曠疏と『天台八教大意』の成立の前後を論じている。































Malthus）の The Sorrows of Werter: A German Story 一七七九年である。漱石の時代に








10　 Philips, David P.: The Influence of Suggestion on Suicide: Substantive and 
Theoretical Implications of the Werther Effect. In: American Sociological Review. Vol. 39, 













がロッテを「天使」（独 Engel）と呼んでいる。（Goethe Sämtliche Werke. Hrsg. von 



























１　 A. Owen Aldridge: The Japanese Werther of the Twentieth Century, in: The 
Comparative Perspective on Literature – Approaches to Theory and Practice. Cornell 























































































































































































あり大学生の K も一緒に暮らすことになる。K も御嬢さんと親しくなる。そ
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（assenting），希望（hope）なども挙げられている（Golding 1990, Buckareff 

































































































　Belief や faith に関する語用論ではなく意味論を提示し，両者の間に違いが























“I don’t know what to believe, whether she’ll stay with me or not, but I 
have faith that she’ll stay” (Howard-Snyder 2013: 361-362),
“I don’ t know whether X ‒ I have no idea whether I believe that X or 
not ‒ but I have faith that X” (Buchak 2012: 226n)



















































































のであると考えることが通説であった（MacDonald 1993, Evans 1998, 
Plantinga 2000, Malcolm & Scott 2017）．
　しかしながら，近年，信仰は信念的なものではないとする論者がかなり増
えてきた（Alston 1996, Audi 2008,  Schellenberg 2014 , Swinburn 2005, 



















Faith（信仰・信）に関する近年の哲学的議論の調査 （ 51 ）
３．S が P であるとの信念を持つ場合，もし S が P であるならば Q である
と考える場合，S は Q であるとの信念も持つ．
４．S が P であるとの信念を持つ場合，もし S が実践的・理論的推論を行う
場合，適切な場合に S は P を推論の中で一つの前提として使う．

















ると信じる（faith that God exists）場合，「神が存在している」という命題





























１．S が P であるとの信念を持つ場合，もし誰かが S に P であるかどうか訊
ねた場合，肯定的に答える．
２．S が P であるとの信念を持つ場合，もし S が P であるかどうか考察した
場合，S は P であると感じる．





































































































Faith（信仰・信）に関する近年の哲学的議論の調査 （ 45 ）
















































Faith（信仰・信）に関する近年の哲学的議論の調査 （ 43 ）
faith in や on faith などで表現される心の状態は，faith that の形式で言い換
えることができるものなのか．それともそうではなく，前者は faith that の
形では表現しきることができないものなのか．上記のように，faith in の形



































ば以下のような仕方で，faith in の形式で表される心の状態は，実は faith 
that の形式で表される心の状態として理解することができるかもしれない．
【faith that による faith in の書き換え】
私はあなたを信じているよ（“I have faith in you”）
⇒私はあなたの夢がかなうことを信じているよ（“I have faith that your 





たとえば G. Ryle は両者は異なる種類の知識であると主張したが（1949），近
年では J. Stanley と T. Williamson（2001）などは後者を前者に還元するとい
う方針を打ち出している（池吉・中山 2009 を参照）．命題的信と他の信の関
係も，このような知識に関する論争と類似的に理解することができる．即ち，
Faith（信仰・信）に関する近年の哲学的議論の調査 （ 41 ）
らである．that 以下は主部と述部のどちらも持つ表現がこなければならない
が，単に “Soka University” という単語が that の後にあるだけでは文法的に
も完全な文にはならない．一方で，たとえば，「私は創価大学の学生になる
ことを欲する」などであれば，英語では “I desire that I become a student 




いて “faith” が使用される文脈は，以下で示すように必ずしも that 節をとる
場合だけではないからである．
①何かへの信（faith in）：「私はあなたを信じているよ」という表現は，英語
では that 節ではなく，“I have faith in you” などで表現できる．
　このようなある人やものへの信は，対人的信（interpersonal faith）とも呼
ばれる（2014 Buchak: 52）．伝統的に議論されてきた神への信（宗教的信・
信仰）も “faith in God” と表されることが自然である．重要な点は，このよ
うな仕方で表される信は that 節をとらずに表されるものであり，命題的態度
として理解することができるか，疑問が残ることである．
　このような “faith in” の形式以外にも，faith が以下のような仕方で使用さ
れる場合もある．
②信によって何かを受け入れる（on faith）：「あなたを信じてこの本を貸すよ」
という表現は，“I allow you to borrow my books on faith” などで表現できる．
同様の形式をとる宗教的信仰に関する表現として，“Mark takes it on faith 























I desire that Soka University（私は創価大学を欲する）
　上の表現が不完全な形でしか当該人物の命題的態度を表していないと考え
られるのは，that 以下の命題の内容に関する箇所が文法的に不完全であるか
Faith（信仰・信）に関する近年の哲学的議論の調査 （ 39 ）
【採用】事例について
you overcome your own very natural doubts, it is easy and proper to 
describe this as an exercise of faith. You put faith in your process, in 































If your friends are going through hard times, they may or may not be 
tempted to despair. Either way it is likely to be important to them to have 
your support as a person who believes in them and in the value of their 
lives. Harsh circumstances may try your faith that their life is worth living, 
which makes it seem natural to speak of “faith” in this context. Having 
that faith might be essential to being a good friend, and not having it 
might be letting the other person down in a particularly hurtful way 
(Adams 1999: 376). 
【浮気？】事例について
One might manifest faith in one’s spouse by ignoring evidence of 
infidelity (Ichikawa 2018: 2). 
【スポーツ】事例について
‘I am serious. I have faith that they’ll win’, ‘What? You believe they’re 
going to win?’ , ‘No, I don’t believe they’ll win; I said I have faith that they 
will’ (Howard-Snyder 2013: 357). 


































のが議論の対象になることが多くなってきた．R. M. Adams は倫理的に理想
的な人生を生きるためには倫理や道徳そのものやそれらが提示する道徳原理
などに対する一種の信（faith）が必要であると主張する（Adams 1999）．ま














































智顗著作における「大経」と「大論」 （ 33 ）
表３－２　吉蔵著作における「大論」
分類 著作名 大論 大智度論 智度論 大智論 智論 釈論 摩訶衍論 智度云
A
大品経義疏 40 0 6 3 2 6（8） 0（1） 0
弥勒経遊意 11 0 0 2 0 6 0 0
維摩経略疏 23 0 0 4 0 2 0 0
観無量寿経義疏 5 0 0 0 0 1 0 0
涅槃経遊意 5 0 0 0 0 0 0 0
B 金剛般若疏 6 0 0 25 0 9（12） 0 0
C
法華義疏 1（2） 5 109 0 1（2） 25 0 0
華厳遊意 1 0 0 1 0 0 0 0
中観論疏 4（6） 0 105 2 0 0（5） 0 0
大乗玄論 6 0 5 0 2（3） 38 1 0
C2 二諦義 21 0 0 4 0 0（3） 0 0
D
大品遊意 0 0 0 0 0（2） 14 0 0
浄名玄論 0（2） 0 0 0 1 54 0 0
金光明経疏 0 0 0 0 0 1 0 0
D2 法華玄論 0（1） 3 0 2 0 93 0 0
E
法華統略 0 0 24 0 0 0 0 0
勝鬘宝窟 0 0 21 0 0 1 0 0
法華論疏 0 0 10 0 1 0（3） 0 0
十二門論疏 0 0 17 0 0 0（10） 0 0
三論玄義 0 1 17 0 0 6 0 0
E2
仁王般若経疏 1 1 7 11 1 10 0 0
法華遊意 1 0 19 0 0 0 0 0
維摩経義疏 3（5） 0 34 0 0 2 0 0
百論疏 1 0 48 0 0 3（8） 0 0
F 無量寿経義疏 0 0 0 0 0 0 0 0
（ 32 ）
表３－１　吉蔵著作における「大経」
分類 著作名 大経 涅槃経 大涅槃経 大般涅槃經 涅槃云 大涅槃云
A
大品経義疏 42（43） 7 1 0 3 0
弥勒経遊意 16 1 0 0 0 0
維摩経略疏 30 1 0 0 0 0
観無量寿経義疏 6 1 0 0 0 0
涅槃経遊意 5 1（3） 0 0 0 0
B 金剛般若疏 16 2 1 0 1 0
C
法華義疏 3（4） 48 0 0 20 0
華厳遊意 2 4 0 0 1 0
中観論疏 2 42 2 0 30 0
大乗玄論 17（21） 20 1 0 15 0
C2 二諦義 7（8） 28 0 0 3 0
D
大品遊意 3 1 0 0 0 0
浄名玄論 6（7） 3 0 0 11 0
金光明経疏 3 0 0 0 0 0
D2 法華玄論 83 3 0 0 3（5） 0
E
法華統略 0 8 0 0 18 0
勝鬘宝窟 0 22 0 0 26 0
法華論疏 0 3 0 1 2 0
十二門論疏 0（1） 9 0 0 11（12） 0
三論玄義 0（1） 4 0 0 2 0
E2
仁王般若経疏 0 6 0 0 7 0
法華遊意 0（1） 11 0 0 8 0
維摩経義疏 0 10 0 0 4 0
百論疏 0（6） 16 0 0 11 0
F 無量寿経義疏 0 1 0 0 0 0
智顗著作における「大経」と「大論」 （ 31 ）
表５　『法華文句』『法華玄論』における「大経」






著作名 大経 涅槃経 大涅槃経 大般涅槃經 涅槃云 大涅槃云
法華玄義釈籖 179 3 0 0 5 0
法華文句記 108 2 1 0 3 0
止観輔行伝弘決 286 1 0 0 2 0
止観義例 4 0 0 1 0 0
止観大意 0 2 0 0 2 0
金剛錍 1 2 0 0 0 0
表６－２　湛然著作における「大論」
著作名 大論 大智度論 智度論 大智論 智論 釈論 摩訶衍論 智度云
法華玄義釈籖 109 0 0 1 2 19 0 0
法華文句記 89 0 0 1 5 15 0 0
止観輔行伝弘決 366 1 0 0 6 17 0 0
止観義例 0 0 0 0 1 0 0 0
止観大意 0 0 0 0 0 0 0 0
金剛錍 1 1 0 0 0 0 0 0
（ 30 ）
表２－１　慧遠著作における「大経」
著作名 大経 涅槃経 大涅槃経 大般涅槃經 涅槃云 大涅槃云
無量寿命経義疏 0 1 1 0 1 0
観無量寿経義疏 0（14） 3 0 0 3 0
大般涅槃経義記 0（5） 34（64） 25 1 8 0
維摩義記 0 14 0 0 17 0
大乗起信論義疏 3 4 0 0 3 0
大乗義章 0 93 1 0 104（105） 0
表２－２　慧遠著作における「大論」
著作名 大論 大智度論 智度論 大智論 智論 釈論 摩訶衍論 智度云
無量寿命経義疏 0 0 0 1 0 0 0 0
観無量寿経義疏 0 0 0 0 0 0 0 0
大般涅槃経義記 0（1） 0 3 5 0 0 0 0
維摩義記 0（1） 0 0 4 0 0 0 0
大乗起信論義疏 0 0 0 4 0 0 0 0
大乗義章 0（36） 0 1（5） 77 0（3） 1 0 0
表４－１　灌頂著作における「大経」
著作名 大経 涅槃経 大涅槃経 大般涅槃經 涅槃云 大涅槃云
大般涅槃経玄義 1 0 0 0 0 0（3）
大般涅槃経疏 1（2） 4 1（3） 0 0（9） 0（3）
観心論疏 0 6 0 0 1 0
随天台智者大師別伝 0（36） 0 0 0 0 0
表４－２　灌頂著作における「大論」
著作名 大論 大智度論 智度論 大智論 智論 釈論 摩訶衍論 智度云
大般涅槃経玄義 2 0 0 0 0 4 0 2
大般涅槃経疏 7 0 0 2 2 36 0 0
観心論疏 5 0 0 0 0 11 0 0
随天台智者大師別伝 0 1 0 0 0 1 0 0
智顗著作における「大経」と「大論」 （ 29 ）
表１－２　智顗著作における「大論」




18（19） 0 1 1 8（9） 3 0 0
観音玄義 10 0 0 0 0（1） 5 0 0
菩薩戒義疏 14 0 0 0 0 2 0 0
四念処 29 0 0 0 0 5 0 0
摩訶止観 67 0 1 0 0 34 0 0
B
金剛般若経疏 2 0 0 0 0 3 0 0
観音義疏 3 0 0 0 0 7 0 0
金光明経玄義 1 0 0 0 0 3 0 0
法華玄義 30 1 1 4 0 51 0 1
法華文句 21（22） 0 0 0 0（1） 45 0 0




2 0 1 0 0 13 0 0
維摩経文疏 3（4） 18 18 59 0 13 0 0
（維摩経略疏） 92 0 0 0 7 9 0 0
D
請観音経疏 0 0 0 0 0 2 0 0
金光明経文句 0 0 0 0 0（1） 25 0 0
E
維摩経玄疏 0（2） 5 15 33 0 0 0 0
四教義 0 18（19）24（25）15（16）1（2） 1 0 0
三観義 0 0 4 11 0 0 0 0




0 0 0 0 0 2 2 0
釈禅波羅蜜次
第法門





0 0 0 0 0 4 0 0
H
六妙法門 0 0 0 0 0 0 0 0
浄土十疑論 0 0 0 0 0 0 0 0
参考
観心論 0 0 0 0 0 0 0（1） 0




分類 著作名 大経 涅槃経 大涅槃経 大般涅槃經 涅槃云 大涅槃云
A
仁王護国般若経疏 22 1 0 0 0 0
観音玄義 21 0 0 0 0 0
菩薩戒義疏 15 0 0 0 0 0
四念処 32（33） 0 0 0 1 0
摩訶止観 82 0 0 0 4 0
B
金剛般若経疏 4 0 0 0 0 0
観音義疏 12 0 0 0 2 0
金光明経玄義 7 0 0 0 2 0
法華玄義 109 4 1 0 17 2
法華文句 39 0 0 0 5 0
禅門章 11 0 0 0 1 0
C
仏説観無量寿経疏 1 3 0 0 2 0
維摩経文疏 6（7） 20 82 1 9 6
（維摩経略疏） 113 0 0 0 10 0
D
請観音経疏 3 0 0 0 2 0
金光明経文句 16 0 0 0 4 0
E
維摩経玄疏 0 36 31 0 0 2
四教義 0（3） 70（71） 25（26） 0 1 1
三観義 0 11 5 0 0 1
法界次第初門 0 0 1 0 0 0
F
修習止観坐禅法要 0（2） 3 0 0 0 0




0 0 0 0 0 0
H
六妙法門 0 1 0 0 0 0
浄土十疑論 0 1 0 0 0 0
参考
観心論 0 0 0 0 0 0
国清百録 0 0（1） 0 0 0 0
智顗著作における「大経」と「大論」 （ 27 ）































　『法華玄論』：589 年～ 597 年の会稽嘉吉寺在住時
　『法華義疏』：『法華玄論』より後
　『大品経義疏』：595 年
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『百二老人語録（emu tanggū orin sakda i gisun sarkiyan）』，松筠撰，東洋文
庫所蔵．
『西招図略』（満漢合璧本），松筠撰，大阪大学附属外国学図書館所蔵．
『清高宗実録』（『大清高宗純皇帝実録』），慶桂等纂修 → 華文書局，1964 年
「軍機処満文録副奏摺」，中国第一歴史䈕案館所蔵マイクルフィルム．






















































































































































24　 「軍機処満文録副奏摺」3486-29（マイクロフィルム番号 159-1207），乾隆 59 年 11
月 13 日，松筠奏。























仏教的な対等の関係にあったと述べている。また石濱（2001: 353-355）は，17 ～ 18
世紀には清朝がチベット・モンゴルとチベット仏教の世界観・王権思想を共有し，
チベット仏教の論理に基づく「チベット仏教世界」を形成していたと論じている。
22　 これ以前は，ダライラマは高座に坐ったまま駐蔵大臣を迎えていた（村上 2012: 
63）。
23　 カロン（噶布倫）は，当時チベット政府において政務を取り仕切っていた 4 人（俗







































































ベットの地図 15 幅（総図 1 幅・分図 14 幅）とその解説を記した『西招図説』
一巻，及び「自成都府至後蔵路程」・「前蔵至西寧路程」という 2 幅の図とそ






















































































































































学士の李光地に編纂を命じ，漢文版は康煕 52 年，満文版は同 56 年に完成した。





































清朝中期における旗人エリートの「旗人」意識と「中国化」 （ 5 ）



















9　 富俊は正黄旗蒙古，卓特氏の人。はじめ理藩院筆帖式をつとめ，乾隆 44 年に翻訳
進士となってから礼部主事に任用され，その後は礼部郎中，兵部右侍郎，科布多参











語の著作である『百二老人語録（emu tanggū orin sakda i gisun sarkiyan）』






　本章では，『百二老人語録』8 の巻 5・6 の内容を検討し，そこから見えてく
る松筠の「旗人」意識と「中国化」に対する認識を明らかにしていく。なお，
『百二老人語録』巻 5 は①「師が教えるということ 10 節（師教事十條）」，②「子・
妻を教え訓じること 3 節（妻子訓教事三條）」，③「家の生計につとめること
2 節（家計事二條）」の計 15 節，同巻 6 は①「忠孝を論じた 6 節（忠孝論六條）」，
②「学ぶ，勤めることを論じた 9 節（勤学論九條）」の計 15 節からなる。以下，
煩瑣を避けるため，例えば巻 5 の①「師が教えるということ 10 節（師教事
十條）」の第 2 節を引用・参照する場合には「巻 5-1-2」，巻 6 の②「学ぶ，勤
7　 乾隆帝が「清語（満洲語）は旗人の本来のつとめである（清語乃旗人本務）」（『清
高宗実録』巻 647，乾隆 26 年 10 月辛卯）と述べているように，満洲語能力の有無
は「旗人らしさ」をはかるうえでの象徴的な指標であった。
8　 『百二老人語録』は，著者である松筠が老人から聞いた 120 の逸話という形式によっ


































































































講演会　2018 年 6 月 7 日（木）
　講師：佐藤　信氏 （人間文化研究機構理事、元東京大学教授）
　演題：「世界文化遺産と日本史学」


































	 ２  役員の任期は２年とし，再任を妨げない。
第10条  会長は，本会の会務を統括し，本会を代表する。
	 ２  会長（副会長）は，委員会において互選される。
第11条  委員は，委員会を構成し，会計，編集，庶務等の本会の運営に当たる。
	 ２  委員は，総会において正会員のなかから互選される。
	 ３  委員会は会長が召集し，議長となる。
第12条  監査は，本会の会計を監査し，その結果を総会に報告する。






第１条  本会の会計年度は，４月１日に始まり，翌年３月 31 日に終わる。
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